
論文の内容の要旨 

 

 

論文題目  和歌の教訓的解釈についての史的研究 

――中世から近代へ―― 

 

 

氏名   青 山 英 正 

 

 

 

 

 

 

本論文は、過去に詠まれた和歌が本来持っていた意味や本来置かれていた文脈をいった

ん括弧に括り、それにあえて教訓的な解釈を施す、あるいは配列の工夫によって、教訓的

な解釈に基づいた文脈に置き直すといった文学的行為の持つ意味を、同時代の思潮や歴史

的背景などと関連づけて検討しようとする試みである。 

扱う対象は、近世期を中心に、中世後期から近代初期までの、教訓的和歌注釈書および

教訓的（和歌）撰集とする。なお、ここで言う教訓的和歌注釈書とは、所収の歌が本来教

訓的な意味を持っているか否かに関わりなく、歌に何らかの現実生活に関わる教訓的な注

釈を施し、それらを集めて一つの書物とした編纂物を指すこととし、教訓的撰集とは、明

文化された注釈等は付していないものの、何らかの現実生活に関わる教訓を読者に伝える

ことを意図していることが、序文の文言や配列などから分かる編纂物を指すこととする。 

こうした対象を取り上げることによって、和歌が担ってきた役割の変化と近世における雅

と俗との関係の変化に関して新たな視点を提供し得たと考えられる。従来、和歌・和文・

漢詩・漢文などの雅文学は、高級な趣味として実生活から遊離し、俗文学は教訓性・娯楽

性といった実用性を持っていたことが指摘されていた。しかし、和歌の教訓的解釈とは、

和歌を実生活から遊離させるどころか、むしろ雅文学である和歌を俗文学的な教訓性と積

極的に結びつけようとするものであったと理解できる。 



確かに、近世を通じて、歌人たちは雅文学としての和歌の優美な表現をさらに洗練させ、

また表現の新たな可能性を切り開くべく、過去の和歌を研究し摂取するという営みを不断

に続けていたが、そうした芸術的追求の努力のみが、和歌という文芸を支えていたわけで

はなかった。和歌に携った学者や教育者（往来物の著者等を含む）の中には、和歌を同時

代の俗世間における道徳規範と積極的に結びつけ、それによって、和歌が一部の上流階層

のみならず庶民にとっても学ぶに値するものであることを世間に伝えようとする者もいた。

いわば、近世において和歌は決して雅の枠内にとどまってはおらず、世俗の道徳規範と積

極的にかつ柔軟に結びつくことによって、その存在意義を高めようとしていたのである。 

その結びつき方の検討を通じて、それぞれの時代において和歌という文芸がどのような

観点から把握され、どのような存在意義を持ち、どのような役割を担うものとして理解さ

れてきたのかを、単なる歌論の検討以上の具体性をもって検証することが可能になる。そ

して、本論文で取り上げる和歌の教訓的解釈の諸事例は、同時代社会における道徳規範と

和歌との結びつきを、端的に示してくれる資料群であった。 

たとえば、近世前期の朱子学者藤井懶斎の教訓的和歌注釈書である『蔵笥百首』は、儒

教に基づいた女性の道徳を和歌解釈の形で説き、また、近世後期の和学者は、政教主義的

な観点から社会秩序の安定を説く庶民教化に和歌を利用した。さらに、幕末に国家意識が

高まると、それに基づく道徳規範を、和歌を通じて示そうとする『明倫歌集』が編まれる

に至る。このように、和歌と道徳規範との結びつきの変遷の過程を辿ることは、近代国家

の形成過程において和歌がどのような役割を果たしたのかという問題の解明に資すると思

われる。 

また、雅文学である和歌の解釈が世俗の道徳規範と結びつくということを、中世から近

代に至るまでの各時代の人々がどのように捉えていたのか検討することを通じて、雅と俗

との関係の変化が浮き彫りになる。 

近世前・中期の教訓的和歌注釈書は、そのやや強引で実用的に過ぎる解釈を教育上の一

種の方便だと弁解し、自らを専ら身内の子女を教育するためのものだと規定して、公刊さ

れることを憚る姿勢を繰り返し見せていた。しかし寛政期以降、幕藩体制を建て直し、社

会秩序を安定させるための公的な教化活動に、和歌の知識を持つ和学者が参加するように

なると、和歌に教訓的な内容を読み取ることが公然と許容される風潮が広まり、私的な教

育の手段とされてきたものが公の領域へと吸収されるようになってゆく。そして、幕末に

国家意識が高まると、和歌にこそ日本固有の道徳が表現されてきたのだ、という主張がな

されるようになり、天皇を頂点とする国家像と和歌という文芸とが、道徳を介して結びつ

けられるという事態にまで至るのである。つまり、実用性が前面に押し出されることに伴

って雅と俗との格差が解消されてゆく過程が、本論文における分析の結果として浮かび上

がってくるのである。和歌をめぐるこうした変化は、和歌のような伝統文芸が前近代から

近代にかけてどのように継承され、その際どのような役割を担ったのかという、近代文学

の成立にも関わる問題の一端とも関わるはずである。 



なお、本論文におけるテーマは、①和歌研究、②教育史研究、③政治史研究、④文化史

研究、⑤思想史研究などといった、各研究分野にまたがるものである。しかし、和歌の解

釈と教訓との関係を史的に辿るという試みに、これまでどの分野の研究者も本格的に取り

組んだことはなかった。その理由としては、和歌の教訓的解釈が、あまりにも語義からか

け離れた、荒唐無稽な解釈として片付けられてきたこと、あるいは、教訓を説くという行

為が、為政者や教育者といった権力関係における上位者から下位者に対して為されるもの

であることに対する反発、各研究分野に広くまたがるものであるが故に、かえってそれぞ

れの分野の研究者にとっては主要な課題と見なされなかったこと、などが考えられる。 

本論文は、教訓的解釈もまたあり得べき一つの解釈であって、重要なのはそれを一概に

荒唐無稽として批判することなどではなく、なぜ和歌解釈の形で教訓を説く必要があった

のか、またそうした解釈は、一体どのような意義を持っていたのか、と問うことであると

考える立場から、あえて権力者側に視点を据え、彼らがどのように和歌を政治や教育に利

用したのかを明らかにすることを通じて文学と権力との関係を可視化し、上記の各研究分

野にも新たな角度から光を当てようとする試みである。 

 


